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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局にキャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと
、
　前記報告されたチャネルフィードバックに応答して、前記キャリア上でのダウンリンク
送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを前記基地局から受信することと、
　前記基地局に前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラ
テジーのためのチャネル品質を報告することと、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上で前記基地局からダウンリンク送信を受信す
ることと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいて、チャネルフ
ィードバック行列を決定すること
をさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネルフィードバックを前記報告することが、前記チャネルフィ
ードバック行列の少なくとも１つの構成要素を報告することを備える、
請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記プリコーディング行列が、前記非直交チャネルのためのデフォルトプリコーディン
グ行列を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　周波数領域相関、時間領域相関、またはそれらの組合せに従って、前記チャネルフィー
ドバック行列の前記少なくとも１つの構成要素のための報告される値を圧縮すること
をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
と
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
と
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、少なくとも１つのシングルユーザ送信スト
ラテジーと、少なくとも１つのマルチユーザ送信ストラテジーとを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記方法は、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
すること、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つまたは複
数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備える、
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーの各送信ストラテジーは、プリコーディング行列、
前記ＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つ
の他のＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第２のセット、前記各送信ス
トラテジーに関連する前記チャネル品質を達成するために干渉消去が適用されるかどうか
、またはそれらの組合せのいずれかを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信することと、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、
　前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットの各
々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を受信することと、
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　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
することと
を備える、方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットを
前記送ることは、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化すること、ここ
において、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテジーの
ための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられる、を
備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための単一の空間レイヤを
利用する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための複数の空間レイヤを
利用する、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、直交である
、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、非直交であ
る、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　送信電力が、前記第１の潜在的ＵＥグループのうちの前記少なくとも２つのＵＥ間で分
割される、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、前記複数のＵＥの各ＵＥに関連す
る潜在的送信ストラテジーの１つまたは複数のセットを備える、請求項１２に記載の方法
。
【請求項２０】
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定することと、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールすることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
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分的に基づいて、チャネル状態が前記複数のＵＥのうちの少なくとも１つのＵＥについて
変化したと決定することと、
　前記少なくとも１つのＵＥからの更新されたチャネルフィードバックの報告をトリガす
ることと
をさらに備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　基地局にキャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと
、
　前記報告されたチャネルフィードバックに応答して、前記キャリア上でのダウンリンク
送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを前記基地局から受信することと、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのため
のチャネル品質を報告することと、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上で前記基地局からダウンリンク送信を受信す
ることと
を行うように実行可能である、装置。
【請求項２３】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいてチャネルフィ
ードバック行列を決定することと、
　前記チャネルフィードバック中で前記チャネルフィードバック行列の少なくとも１つの
構成要素を報告することと
を行うように実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、請求項２２
に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のための前記チャネル品
質を推定することによって、または、前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１の
データ送信のための前記チャネル品質を推定することによって、前記第１の送信ストラテ
ジーのための前記チャネル品質を決定すること
を行うように実行可能である、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記命令は、前記プロセッサによって、、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
すること、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つまたは複
数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備える、
を行うように実行可能である、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信することと、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、
　前記複数のＵＥのうちの前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前
記それぞれのセットの各々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を
受信することと、
　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
することと
を行うように実行可能である、装置。
【請求項２９】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化すること、ここ
において、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテジーの
ための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられる、
を行うように実行可能である、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定することと、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールすることと
を行うように実行可能である、請求項２８に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年９月１０日に出
願された、「Dual Thread Feedback Design for Non-Orthogonal Channels」と題する、
Ｓｕｎらによる米国特許出願第１４／８５０，７３７号、および２０１４年９月１８日に
出願された、「Dual Thread Feedback Design for NOMA」と題する、Ｓｕｎらによる米国
仮特許出願第６２／０５２，４６１号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレ
ス通信において使用される非直交チャネルのためのフィードバックおよびスケジューリン
グに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
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よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（Ｕ
Ｅ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、い
くつかの基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリ
ンクチャネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]通信システムは、複数の送信レイヤを使用してキャリア上での通信をサポートし
得る。場合によっては、送信レイヤは、時間および／または周波数が重複し得る。そのよ
うな通信システムは、増加された信頼性または容量のためにマルチアンテナ技法を利用し
得る。マルチアンテナ技法としては、送信ダイバーシティ、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技
法、および非直交多元接続（ＮＯＭＡ）技法がある。Ｔ個の送信アンテナとＲ個の受信ア
ンテナとを採用する（employ）マルチアンテナシステムは、シングルアンテナ技法よりも
ｍｉｎ｛Ｔ，Ｒ｝の容量増加を実現し得る。しかしながら、多元接続システムでは、たと
えば、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ）、およびＮＯＭＡを含む、複数のアンテナを採用する技法において可能な変形形態
は、複数のＵＥへの可能な送信の空間にわたってチャネルスケジューリングを最適化する
際に問題を生じる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]説明する特徴は、一般に、ワイヤレス通信システムにおいて使用される非直交チ
ャネルのためのデュアルスレッドフィードバック（dual-thread feedback）のための１つ
または複数の改善されたシステム、方法、および／または装置に関する。説明する特徴は
、サービングｅノードＢ（ｅＮＢ）への非直交チャネルのためののユーザ機器（ＵＥ）に
よるチャネルフィードバックの報告を含む、第１のフィードバックスレッドを含み得る。
チャネルフィードバックは、非直交チャネルのチャネル行列および雑音共分散行列から決
定されたチャネル測定行列の１つまたは複数の要素を含み得、非直交チャネル上でのＵＥ
との通信のために使用されるべき送信ストラテジー（ＴＳ：transmission strategy）に
非依存であり得る。サービングｅＮＢは、複数のＵＥに関連する１つまたは複数のＴＳセ
ットを決定し、ＴＳセットをＵＥに送り得、それは、各ＴＳセットから１つまたは複数の
ＴＳを選択し、選択されたＴＳのためのチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state info
rmation）の少なくともサブセットを第２のフィードバックスレッド中で報告し得る。Ｔ
Ｓは、多元接続技法、送信モード、および／またはＣＳＩフィードバックのタイプに従っ
てＴＳセットにアセンブルされ得る。サービングｅＮＢは、第１のフィードバックスレッ
ドからのチャネルフィードバックおよび／または第２のフィードバックスレッドからのＣ
ＳＩに基づいて、複数のＵＥへの送信のためのスケジューリングを実行し得る。
【０００７】
　[0007]ＵＥにおけるワイヤレス通信のための方法が説明され、本方法は、キャリアの非
直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと、キャリア上でのダウン
リンク送信のための複数の潜在的（potential）送信ストラテジーを受信することと、複
数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのためのチャネ
ル品質を報告することと、少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラ
テジーに従って、非直交チャネルのうちの１つまたは複数上でダウンリンク送信を受信す
ることとを含む。
【０００８】
　[0008]キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告するための手
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段と、キャリア上でのダウンリンク送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを受信す
るための手段と、複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテ
ジーのためのチャネル品質を報告するための手段と、少なくとも１つの送信ストラテジー
から選択された送信ストラテジーに従って、非直交チャネルのうちの１つまたは複数上で
ダウンリンク送信を受信するための手段とを含む、ＵＥによるワイヤレス通信のための装
置について説明する。
【０００９】
　[0009]プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命
令とを含む、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置が説明され、命令は、キャリアの非
直交チャネルためのチャネルフィードバックを報告することと、キャリア上でのダウンリ
ンク送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを受信することと、複数の潜在的送信ス
トラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのためのチャネル品質を報告する
ことと、少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、
非直交チャネルのうちの１つまたは複数上でダウンリンク送信を受信することとを行うた
めにプロセッサによって実行可能である。
【００１０】
　[0010]ＵＥによるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読
媒体が説明され、コードは、キャリアの非直交チャネルためのチャネルフィードバックを
報告することと、キャリア上でのダウンリンク送信のための複数の潜在的送信ストラテジ
ーを受信することと、複数の送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジ
ーのためのチャネル品質を報告することと、少なくとも１つの送信ストラテジーから選択
された送信ストラテジーに従って、非直交チャネルのうちの１つまたは複数上でダウンリ
ンク送信を受信することとを行うためにプロセッサによって実行可能な命令を備える。
【００１１】
　[0011]上記で説明した方法のいくつかの例は、非直交チャネルのためのチャネル行列と
雑音共分散行列とに基づいて、チャネルフィードバック行列を決定することを含み得る。
上記で説明した方法のいくつかの例では、チャネルフィードバックを報告することは、チ
ャネルフィードバック行列の少なくとも１つの構成要素（component）を報告することを
含む。上記で説明した装置および／または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
は、これらの特徴を実行するための手段、これらの特徴を実行するためにプロセッサによ
って実行可能である命令、および／またはこれらの特徴を実行するためのコードを含み得
る。
【００１２】
　[0012]上記で説明した方法のいくつかの例では、チャネルフィードバック行列を決定す
ることが、プリコーディング行列にさらに基づく。プリコーディング行列は、非直交チャ
ネルのためのデフォルトプリコーディング行列であり得る。上記で説明した方法のいくつ
かの例は、周波数領域相関、時間領域相関、またはそれらの組合せに従って、チャネルフ
ィードバック行列の少なくとも１つの構成要素のための報告される値を圧縮することを含
み得る。上記で説明した装置および／または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例は、これらの特徴を実行するための手段、これらの特徴を実行するためにプロセッサに
よって実行可能である命令、および／またはこれらの特徴を実行するためのコードを含み
得る。
【００１３】
　[0013]上記で説明した方法のいくつかの例では、複数の潜在的送信ストラテジーのうち
の第１の送信ストラテジーが、ＵＥのための第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第
２のデータ送信とを含む。上記で説明した方法のいくつかの例では、第１の送信ストラテ
ジーのためのチャネル品質を決定することが、第２のデータ送信から雑音を受ける第１の
データ送信のためのチャネル品質の推定値（estimate）に基づき得る。上記で説明した方
法のいくつかの例では、第１の送信ストラテジーのためのチャネル品質を決定することが
、第２のデータ送信の干渉消去の後の第１のデータ送信のためのチャネル品質の推定値に
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基づき得る。上記で説明した装置および／または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、これらの特徴を実行するための手段、これらの特徴を実行するためにプロセッ
サによって実行可能である命令、および／またはこれらの特徴を実行するためのコードを
含み得る。
【００１４】
　[0014]上記で説明した方法のいくつかの例では、少なくとも１つの送信ストラテジーは
、少なくとも１つのシングルユーザ送信ストラテジーと、少なくとも１つのマルチユーザ
送信ストラテジーとを含み得る。上記で説明した方法のいくつかの例では、複数の潜在的
送信ストラテジーは、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにアセンブルされる。上
記で説明した方法のいくつかの例は、複数の潜在的送信ストラテジーから少なくとも１つ
の送信ストラテジーを選択することを含み得、ここにおいて、少なくとも１つの送信スト
ラテジーは、１つまたは複数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送
信ストラテジーを含む。上記で説明した装置および／または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの例は、これらの特徴を実行するための手段、これらの特徴を実行するため
にプロセッサによって実行可能である命令、および／またはこれらの特徴を実行するため
のコードを含み得る。
【００１５】
　[0015]上記で説明した方法のいくつかの例では、複数の潜在的送信ストラテジーの各送
信ストラテジーは、プリコーディング行列、ＵＥへの送信のための空間レイヤの第１のセ
ット、少なくとも１つの他のＵＥへの送信のための空間レイヤの第２のセット、各送信ス
トラテジーに関連するチャネル品質を達成するために干渉消去が適用されるかどうか、ま
たはそれらの組合せのいずれかを含み得る。上記で説明した装置および／または非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、これらの特徴を実行するための手段、これらの
特徴を実行するためにプロセッサによって実行可能である命令、および／またはこれらの
特徴を実行するためのコードを含み得る。
【００１６】
　[0016]基地局におけるワイヤレス通信の方法が説明され、本方法は、キャリアの非直交
チャネルためのチャネルフィードバックを複数のＵＥから受信することと、チャネルフィ
ードバックに少なくとも部分的に基づいて、キャリア上でのダウンリンク送信のための１
つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットを、複数のＵＥ
のうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥ
から潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットの各々の少なくともサブセットに関連す
るチャネル品質を受信することと、受信されたチャネル品質に少なくとも部分的に基づい
て、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジーを選択するこ
とと、選択された送信ストラテジーに従って、１つまたは複数の非直交チャネル上で、ダ
ウンリンク送信のセットを複数のＵＥの少なくともサブセットに送信することとを含む。
【００１７】
　[0017]基地局によるワイヤレス通信のための装置が説明され、本装置は、キャリアの非
直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のＵＥから受信するための手段と、
チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、キャリア上でのダウンリンク送
信のための１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットを
、複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送るための手段と、複数のＵＥのうちの１
つまたは複数のＵＥから潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットの少なくともサブセ
ットに関連するチャネル品質を受信するための手段と、受信されたチャネル品質に少なく
とも部分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラ
テジーを選択するための手段と、選択された送信ストラテジーに従って、１つまたは複数
の非直交チャネル上で、ダウンリンク送信のセットを複数のＵＥの少なくともサブセット
に送信するための手段とを含む。
【００１８】
　[0018]基地局によるワイヤレス通信のための装置が説明され、本装置は、プロセッサと
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、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み、命令は、
キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のＵＥから受信するこ
とと、チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、キャリア上でのダウンリ
ンク送信のための１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセ
ットを、複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、複数のＵＥのうちの１
つまたは複数のＵＥから潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットの少なくともサブセ
ットに関連するチャネル品質を受信することと、受信されたチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、選択された送信ストラテジーに従って、１つまたは複数の非直交チャ
ネル上で、ダウンリンク送信のセットを複数のＵＥの少なくともサブセットに送信するこ
ととを行うためにプロセッサによって実行可能である。
【００１９】
　[0019]基地局によるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可
読媒体が説明され、コードは、キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバッ
クを複数のＵＥから受信することと、チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づ
いて、キャリア上でのダウンリンク送信のための１つまたは複数のＵＥのための潜在的送
信ストラテジーのそれぞれのセットを、複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送る
ことと、複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥから潜在的送信ストラテジーのそれぞ
れのセットの少なくともサブセットに関連するチャネル品質を受信することと、受信され
たチャネル品質に少なくとも部分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つ
または複数の送信ストラテジーを選択することと、選択された送信ストラテジーに従って
、１つまたは複数の非直交チャネル上で、ダウンリンク送信のセットを複数のＵＥの少な
くともサブセットに送信することとを行うためにプロセッサによって実行可能な命令を含
む。
【００２０】
　[0020]上記で説明した方法のいくつかの例では、１つまたは複数のＵＥのための潜在的
送信ストラテジーのそれぞれのセットを送ることは、チャネルフィードバックに少なくと
も部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジーのそれぞれのセットの送信ストラテジーの
ためにＵＥをグループ化することを含み、ここにおいて、送信ストラテジーのためにグル
ープ化されたＵＥが、送信ストラテジーのための非直交チャネルの少なくとも部分的に重
複するリソースに割り当てられる。上記で説明した方法のいくつかの例では、潜在的送信
ストラテジーのそれぞれのセットは、第１の潜在的ＵＥグループに関連する第１の送信ス
トラテジーを含み得る。上記で説明した方法のいくつかの例では、第１の潜在的ＵＥグル
ープのうちの少なくとも１つのＵＥが、第１の送信ストラテジーのための単一の空間レイ
ヤを利用する。上記で説明した方法のいくつかの例では、第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、第１の送信ストラテジーのための複数の空間レイヤを利用
する。上記で説明した方法のいくつかの例では、第１の潜在的ＵＥグループのうちの少な
くとも２つのＵＥへの第１の送信ストラテジーのための送信が、直交である。上記で説明
した方法のいくつかの例では、第１の潜在的ＵＥグループのうちの少なくとも２つのＵＥ
への第１の送信ストラテジーのための送信が、非直交である。上記で説明した方法のいく
つかの例では、送信電力が、第１の潜在的ＵＥグループのうちの少なくとも２つのＵＥ間
で分割される。上記で説明した方法のいくつかの例では、潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットが、複数のＵＥの各ＵＥに関連する潜在的送信ストラテジーの１つまたは複
数のセットを備える。
【００２１】
　[0021]上記で説明した方法のいくつかの例は、受信されたチャネルフィードバックに基
づいて、複数のＵＥのうちの少なくとも１つのＵＥのための非直交チャネルの送信リソー
スをスケジュールすることを含み得る。上記で説明した方法のいくつかの例は、チャネル
品質報告に少なくとも部分的に基づいて、チャネル状態が複数のＵＥのうちの少なくとも
１つのＵＥについて変化したと決定することと、少なくとも１つのＵＥからの更新された
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チャネルフィードバックの報告をトリガすることとを含み得る。
【００２２】
　[0022]上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴お
よび利点について説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行する
ための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、
それらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説
明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で提供さ
れ、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
【００２３】
　[0023]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が得
られ得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわら
ず、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】[0024]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0025]本開示の様々な態様による、非直交チャネルスケジューリングのためのデ
ュアルスレッドフィードバックを採用し得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】[0026]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアルス
レッドフィードバックのための例示的なメッセージフローを示す図。
【図４】[0027]本開示の態様による、デュアルスレッドフィードバックのための複数の送
信ストラテジーセットの一例の図。
【図５】[0028]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのデュアルスレッドフ
ィードバックのための方法の流れ図。
【図６】[0029]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのデュアルスレッドフ
ィードバックのための方法の流れ図。
【図７】[0030]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアルス
レッドフィードバックのために構成されたデバイスのブロック図。
【図８】[0031]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアルス
レッドフィードバックのために構成されたデバイスのブロック図。
【図９】[0032]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアルス
レッドフィードバックのために構成されたＵＥのブロック図。
【図１０】[0033]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのために構成されたデバイスのブロック図。
【図１１】[0034]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのために構成されたデバイスのブロック図。
【図１２】[0035]本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのために構成された基地局のブロック図。
【図１３】[0036]本開示の様々な態様による、例示的な多入力／多出力通信システムのブ
ロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　[0037]一般に、第１のフィードバックスレッド中の非送信ストラテジー（ＴＳ）依存フ
ィードバックと第２のフィードバックスレッド中のＴＳ依存フィードバックとを採用する
、キャリアの非直交チャネルのためのデュアルスレッドフィードバックのための１つまた
は複数の改善されたシステム、方法、および／または装置に関する技法について説明する
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。第１のフィードバックスレッドは、チャネル測定（たとえば、チャネル利得、雑音共分
散など）からのチャネルフィードバックを含み得、周期的にフィードバックされ得る。ｅ
ＮＢは、送信のためのグループ化され得るＵＥのための組合せ可能なＴＳを含むＴＳ空間
を決定し、ＴＳの１つまたは複数のセットをＵＥに送り得る。ＵＥは、ＴＳのためのチャ
ネル品質および／または他のチャネル状態情報（ＣＳＩ）を決定し、ＴＳセットのうちの
１つまたは複数のＴＳのためのチャネル品質をフィードバックし得る。場合によっては、
ＵＥは、各ＴＳセットから１つまたは複数のＴＳを選択し、選択されたＴＳのためのチャ
ネル品質をフィードバックし得る。ｅＮＢは、第１のフィードバックスレッドからのチャ
ネルフィードバックおよび／または第２のフィードバックスレッドからのチャネル品質に
基づいて、ＵＥへの送信のスケジューリングを実行し得る。
【００２６】
　[0038]以下の説明は、例を与える（provide）ものであり、特許請求の範囲に記載され
る範囲、適用性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく
、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々な
プロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明する方法
は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加、省略、または組
み合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合
わせられ得る。
【００２７】
　[0039]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワー
ク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラッ
キングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング、
またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たと
えば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし、ＵＥ１１５と
の通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントロ
ーラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤードま
たはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１など）
を介して互いと直接または間接的に（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）通信
し得る。
【００２８】
　[0040]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮ
Ｂ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれるこ
とがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの
一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１０
０は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局および／またはスモールセ
ル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があ
り得る。
【００２９】
　[0041]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ（登録商標）／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）という用語は、概して、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥという用語は
、概して、ＵＥ１１５を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異
なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
ネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモ
ールセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」とい
う用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリア、あるいはキャリ
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アまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る
３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００３０】
　[0042]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限
アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じま
たは異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地局
である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルとマイクロセルと
を含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワークプロバ
イダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェム
トセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルと
の関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber grou
p）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。
マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのための
ｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ば
れることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セ
ル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００３１】
　[0043]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合（for）、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局
からの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレー
ムタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本
明細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３２】
　[0044]様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プ
ロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレ
ーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Packet
 Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リンク
制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）レイヤが、論理チャネル上で通信するためにパケッ
トセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Me
dium Access Control）レイヤが、優先度ハンドリングと、トランスポートチャネルへの
論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善するため
にＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用し得
る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）プロトコ
ルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１５と基
地局１０５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守とを行
い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッ
ピングされ得る。
【００３３】
　[0045]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニット
、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤ
レスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセ
ス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェ
ント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含むか、
またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデ
バイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイ
ヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセ
ルｅＮＢ、リレー基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信
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することが可能であり得る。
【００３４】
　[0046]ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１５
から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ
１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信
と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。通
信リンク１２５は、（たとえば、対スペクトルリソースを使用する）ＦＤＤまたは（たと
えば、不対スペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を送信し
得る。各通信リンク１２５は、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリア
は、異なる周波数範囲にわたり（span）、周波数範囲にわたるＵＬ、ＤＬ、またはＵＬと
ＤＬの両方の上で伝達される情報の変調のためのチャネル構造を定義し得る。たとえば、
各キャリアは、１つまたは複数のフォーマッティングチャネル、１つまたは複数の制御チ
ャネル、１つまたは複数のインジケータチャネル、１つまたは複数のデータチャネルなど
を含み得る。各キャリアは、動作帯域内のキャリア周波数とチャネル番号との間の関係に
基づいて、指定されたチャネル番号（たとえば、Ｅ－ＵＴＲＡ絶対無線周波数チャネル番
号（ＥＡＲＦＣＮ：E-UTRA Absolute Radio Frequency Channel Number）など）を有し得
る。
【００３５】
　[0047]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上の直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）とアップリンク上のシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）とを含む
、マルチキャリア変調（ＭＣＭ）技法を利用する。各ＭＣＭキャリアは、一般にトーン、
ビンなどとも呼ばれる、複数のサブキャリア（たとえば、直交サブキャリアなど）からな
る波形信号であり得る。各サブキャリアは、情報（たとえば、基準信号、制御情報、オー
バーヘッド情報、ユーザデータなど）で変調され得る。隣接するサブキャリア間の間隔は
固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はキャリア帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋ
は、それぞれ、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガー
ド帯域をもつ）対応するキャリア帯域幅に対して、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャ
リア間隔で、７２、１８０、３００、６００、９００、または１２００に等しくなり得る
。キャリア帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。たとえば、サブバンドは１．０８
ＭＨｚをカバーし得、キャリアは１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサブバンドを有
し得る。
【００３６】
　[0048]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることがあ
る特徴をサポートし得る。「コンポーネントキャリア」（ＣＣ）という用語は、ＣＡ動作
においてＵＥによって利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯域
幅の他の部分（たとえば、他のキャリアなど）とは別個であり得る。ＣＡ動作では、ＵＥ
１１５は、より大きい動作帯域幅、および、たとえば、より高いデータレートを与えるた
めに、複数のダウンリンクおよび／またはアップリンクＣＣをコンカレントに利用するよ
うに構成され得る。ＣＡ動作において使用されるＣＣは、任意の好適な帯域幅（たとえば
、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）など）であり得、各個
々のＣＣは、たとえば、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基づいてシングルキ
ャリアと同じ能力を与え得る。したがって、個々のＣＣは、レガシーＵＥ１１５（たとえ
ば、ＬＴＥリリース８またはリリース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換性があるが
、ＣＡのために構成されたかまたはシングルキャリアモードにある他のＵＥ１１５（たと
えば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ１１５）によっても利用され
得る。代替的に、ＣＣは、他のＣＣと組み合わせて使用されるように構成され得、シング
ルキャリアモードをサポートするために使用されるいくつかのチャネル（たとえば、フォ
ーマットまたは制御チャネルなど）を搬送しないことがある。ＣＡは、ＦＤＤコンポーネ
ントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
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【００３７】
　[0049]システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および／またはＵＥ１
１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善するために、アン
テナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。たとえば、基地局
１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコード化データを搬送する複数の
空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技
法を採用し得る。ＭＩＭＯ技法は、同じまたは異なるデータストリームがｅＮＢ１０５と
単一のＵＥ１１５との間の複数のレイヤ上で通信される、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ
－ＭＩＭＯ）と、複数のストリームが、空間的に区別可能なユーザに送信されるかまたは
空間的に区別可能なユーザから受信され得る、マルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）
とを含む。ＭＵ－ＭＩＭＯは、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）と呼ばれることもある。追
加または代替として、異なるＵＥ１１５への送信が、周波数（たとえば、ＦＤＭＡ）、空
間レイヤ（たとえば、ＳＤＭＡ）、または非直交多元接続（ＮＯＭＡ）技法によって区別
され得る。使用され得る１つのＮＯＭＡ技法は、ＵＥ１１５間の電力分割であり、ここで
、リソースのセットのための総送信電力が２つのＵＥ１１５間で分割される。さらに、Ｍ
ＩＭＯまたはＮＯＭＡ送信のための送信レイヤは、整合される（たとえば、（１つまたは
複数の）同じ送信時間間隔中に同じリソースブロックを使用する）ことも整合されないこ
ともある。ダウンリンク送信の場合、ｅＮＢ１０５による送信のために使用されるモード
は、送信ストラテジー（ＴＳ）によって定義され得る。ダウンリンク送信のためのＴＳは
、ＵＥ１１５へのリソースの割振りのためにこれらの技法のうちの１つまたは複数を使用
し得る。
【００３８】
　[0050]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックは、ダウ
ンリンク送信がチャネルの特性に基づいて適応的に最適化されることを可能にする。概し
て、ｅＮＢ１０５は、送信モード（ＴＭ）においてＵＥ１１５を構成し、これは、１つま
たは複数の空間ダイバーシティ技法に応じた動作を含み、ＵＥ１１５が基準信号（たとえ
ば、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、ＵＥ固有基準信号
（ＵＥ－ＲＳ）など）に対して測定を実行する、アンテナポートのセットを定義する。Ｕ
Ｅは、ＴＭ依存であり得る推奨される送信フォーマットの形態でＣＳＩをフィードバック
する。ＣＳＩフィードバックは、送信のために推奨されるレイヤの数を示す、ランクイン
ジケータ（ＲＩ：rank indicator）と、ＲＩに対応するあらかじめ定義されたプリコーデ
ィングコードブック中の推奨されるプリコーディング行列のインデックスである、プリコ
ーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix indicator）と、プリコーディ
ングタイプインジケータ（ＰＴＩ：precoding type indicator）と、報告されたＲＩ／Ｐ
ＭＩに対応するチャネル品質（たとえば、信号対雑音比（ＳＮＲ））の指示である、チャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ：channel quality indicator）とを含み得る。ＣＱＩは
、あるブロックエラーレート（ＢＬＥＲ：block error rate）においてＵＥ１１５によっ
て受信され得る最大トランスポートブロックサイズに変換し得る、コードレートおよび変
調次数（たとえば、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭなど）に対するインデックスとし
て定義され得る。ＵＥ１１５は、ｅＮＢ１０５からＣＳＩ要求を受信すると非周期的に、
または、周期的に、ＣＳＩフィードバックを報告することができる。したがって、ＵＥ１
１５は、概して、ＴＭによって定義されたアンテナポートに応じた（according to）ダウ
ンリンクチャネルを測定し、所望のＴＳを選択し、所望のＴＳに対応するＣＳＩを報告す
る。しかしながら、ｅＮＢ１０５は、所与の送信間隔中での複数のＵＥ１１５への送信の
ために、選定するための多くのＴＳを有し得、異なるＵＥ１１５から報告されたＣＳＩは
、組合せ可能でない、ＵＥ１１５によって選択されたＴＳを生じ得る。
【００３９】
　[0051]実施形態では、ｅＮＢ１０５および／またはＵＥ１１５を含むシステム１００の
構成要素は、第１のフィードバックスレッド中の非ＴＳ依存フィードバックと第２のフィ
ードバックスレッド中のＴＳ依存フィードバックとを採用する（employ）、非直交チャネ
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ルのためのデュアルスレッドフィードバックのために構成される。本明細書で使用する、
「非直交チャネル」は、直交レイヤと非直交レイヤの両方を含む可能な送信レイヤのため
のマルチアンテナ送信機とマルチアンテナ受信機との間のキャリアのチャネルを含む。た
とえば、キャリアのための非直交チャネルは、ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、および
／またはＮＯＭＡなどの送信技法のためのチャネルを含み得る。
【００４０】
　[0052]第１のフィードバックスレッドは、チャネル測定（たとえば、チャネル利得、雑
音共分散など）からのチャネルフィードバックを含み得、周期的にフィードバックされ得
る。ｅＮＢ１０５は、送信のためのグループ化され得るＵＥ１１５のための組合せ可能な
ＴＳを含むチャネルフィードバックに基づいて、ＴＳ空間を決定し、ＴＳの１つまたは複
数のセットをＵＥ１１５に送り得る。ＵＥ１１５は、ＴＳの１つまたは複数のセットのＴ
Ｓのサブセットのためのチャネル品質および／または他のＣＳＩを決定し、その後、ＴＳ
セットのうちの１つまたは複数のＴＳのためのチャネル品質をフィードバックし得る。場
合によっては、ＵＥ１１５は、各ＴＳセットから１つまたは複数のＴＳを選択し、選択さ
れたＴＳのためのチャネル品質をフィードバックし得る。ｅＮＢ１０５は、第１のフィー
ドバックスレッドからのチャネルフィードバックおよび／または第２のフィードバックス
レッドからのチャネル品質に基づいて、ＵＥ１１５への送信のスケジューリングを実行し
得る。
【００４１】
　[0053]図２は、本開示の様々な態様による、チャネルスケジューリングのためのデュア
ルスレッドフィードバックを採用し得る例示的なワイヤレス通信システム２００を示す。
システム２００では、ＵＥ１１５－ａ、１１５－ｂ、１１５－ｃ、および１１５－ｄがｅ
ＮＢ１０５－ａに接続され得る。
【００４２】
　[0054]ｅＮＢ１０５－ａは、送信されるリソースを複数のＵＥ１１５へのダウンリンク
送信のためにいくつかの方法で構成し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥグルー
プ２３０－ａによって示されているように、送信のためにＵＥ１１５－ａとＵＥ１１５－
ｂとをペアリングまたはグループ化し得る。代替的に、ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥグルー
プ２３０－ｂによって示されているように、送信のためにＵＥ１１５－ａとＵＥ１１５－
ｃとをグループ化し得る。しかしながら、ｅＮＢ１０５－ａは、従来のＣＳＩフィードバ
ックから、ＵＥのグループ化をどのように最適化すべきかを、決定することが可能でない
ことがある。たとえば、空間レイヤに関連するＵＥからのＣＳＩフィードバックは、他の
空間レイヤが割り当てられ得る他のＵＥからの他のフィードバックと組合せ可能でないこ
とがある、他の空間レイヤのために使用されるプリコーディングの仮定（assumption）を
反映し得る。
【００４３】
　[0055]場合によっては、ＵＥ１１５－ａは、空間レイヤ０とプリコーディング行列Ａと
を使用してランク１送信を示すＣＳＩをフィードバックし得、ＵＥ１１５－ｂは、空間レ
イヤ１とプリコーディング行列Ａとを使用してランク１送信を示すＣＳＩをフィードバッ
クし得る。この場合、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂからのＣＳＩフィードバックによ
って表されるＴＳは、組合せ可能であるので、ｅＮＢ１０５－ａは、それらのＣＳＩフィ
ードバックとＣＳＩフィードバックによって予測されるＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂ
において得られる（resulting）ＳＮＲとに従って、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂを
スケジュールすることが可能であり得る。すなわち、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂか
らのＣＳＩフィードバックは、互換性があるＴＳに基づいて計算されたので、ＣＳＩフィ
ードバックは、空間レイヤ０上のＵＥ１１５－ａに送信されるデータストリームのために
プリコーディング行列Ａを使用し、空間レイヤ１上のＵＥ１１５－ｂに送信されるデータ
ストリームのためにプリコーディング行列Ａを使用して、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－
ｂへの送信のためのＳＮＲを正確に予測する。たとえば、ＵＥ１１５－ａからのＣＳＩフ
ィードバックは、ＵＥ１１５－ｂを対象とする（intended for）ストリームに適用される
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プリコーディング行列Ａを用いた送信を仮定した。したがって、ＵＥ１１５－ａによって
選択されたＴＳのためのＵＥ１１５－ａからのＳＮＲフィードバック（たとえば、ＣＱＩ
）は、ＵＥ１１５－ｂによって選択されたＴＳに従って送信された他の空間レイヤの存在
によって受ける（seen）干渉を正確に反映することになるだろう。
【００４４】
　[0056]しかしながら、他の場合には、ＵＥ１１５－ａおよびＵＥ１１５－ｂは、ｅＮＢ
１０５－ａが空間ストリームのためのＳＮＲを正確に予測するのに十分な情報を与えない
、ＣＳＩをフィードバックし得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、空間レイヤ０とプリコ
ーディング行列Ａとを使用してランク１送信を示すＣＳＩをフィードバックし得、ＵＥ１
１５－ｂは、空間レイヤ１とプリコーディング行列Ｂとを使用してランク１送信を示すＣ
ＳＩをフィードバックし得る。この場合には、プリコーディング行列Ａを空間レイヤ０上
のＵＥ１１５－ａのためのストリームに、プリコーディング行列Ｂを空間レイヤ１上のＵ
Ｅ１１５－ｂのためのストリームに適用することが、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂに
おける異なる干渉影響（たとえば、異なるＳＮＲ）をもたらし得、劣化した性能（たとえ
ば、増加したＢＬＥＲなど）を生じ得る。また他の場合には、ＵＥ１１５－ａとＵＥ１１
５－ｂの両方が、同じ空間レイヤと、同じまたは異なるプリコーディング行列とを要求す
ることがあり、ｅＮＢ１０５－ａは、空間レイヤと、プリコーディング行列と、データス
トリームのためのＢＬＥＲの正確な予測のためのＣＱＩインデックスとの適切な割当てを
決定することが可能でないことがある。
【００４５】
　[0057]１つの代替の方式は、ｅＮＢ１０５が、ＴＳ空間全体にわたるキャリアのための
スケジューリングを最適化することができるように、ＵＥ１１５にフルチャネル測定情報
をフィードバックさせることである。たとえば、ＵＥ１１５は、完全なチャネルのための
チャネル測定（たとえば、チャネル利得、雑音共分散など）を行い、フルチャネル測定情
報をｅＮＢ１０５にフィードバックし得る。一例では、ＵＥは、ＮT×ＮRチャネル行列Ｈ
とＮT×ＮR雑音共分散行列ＲNNとをフィードバックし得る。各ＵＥ１１５からフルチャネ
ル測定情報を受信することは、ｅＮＢ１０５－ａが、ＴＳ空間にわたってＳＮＲを計算し
、サービスされる（served）ＵＥのための選択されたＴＳを最適化することを可能にする
が、フルチャネル測定情報のフィードバックは、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５－ａに大量
の情報がフィードバックされることを必要とする。さらに、チャネル測定情報は、周波数
選択性を考慮する必要があり得る。したがって、フルチャネル測定情報のフィードバック
の場合、複数のサブバンドについてチャネル行列Ｈおよび雑音共分散行列ＲNNがフィード
バックされる必要があり得、このことは、大量のフィードバックによるチャネル上での効
率の損失を生じることがある。
【００４６】
　[0058]図３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのための例示的なメッセージフロー３００を示す。図３は、ＵＥ
１１５－ａと他のＵＥ１１５とのためのデュアルスレッドフィードバックを示しており、
それは、たとえば、図２のシステム２００に示されているＵＥ１１５－ｂ、１１５－ｃ、
および１１５－ｄを含み得る。
【００４７】
　[0059]ｅＮＢ１０５－ａは基準信号３０５を送信し得、それは、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ
、および／またはＵＥ－ＲＳを含み得、異なるアンテナポートから送信された同じタイプ
の複数の基準信号を含み得る。ＵＥ１１５－ａは、チャネル測定を実行し、第１のフィー
ドバックスレッド中でチャネルフィードバック３１０－ａを与え得る。いくつかの実施形
態では、第１のフィードバックスレッド中で与えられたチャネルフィードバック３１０－
ａは、チャネル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとから決定されたチャネル測定パラメータを
含み得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、チャネル測定行列ＭPを次のように計算し得る
。
【００４８】
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【数１】

【００４９】
ただし、
　Ｐは、プリコーディング行列である
　Ｈは、ＮT×ＮRチャネル行列である
　ＲNNは、雑音共分散行列である
　ＸHは、Ｘの共役転置を示す。
したがって、チャネル測定行列ＭPは、ＮT×ＮTエルミート行列である。ＵＥ１１５－ａ
は、チャネル測定行列ＭPの構成要素のサブセットをフィードバックし得る。場合によっ
ては、ＵＥ１１５－ａは、対角要素（実数値）と、非対角要素の１／２を表す複素数値の
セットとをフィードバックし得る（他の要素は、セットの複素共役である）。たとえば、
２つの送信アンテナをもつチャネルの場合、ＵＥ１１５－ａは、２つの実数値と１つの複
素数値とをフィードバックし得る。４つの送信アンテナをもつチャネルの場合、ＵＥ１１
５－ａは、４つの実数値と６つの複素数値とをフィードバックし得る。
【００５０】
　[0060]ＵＥ１１５－ａからｅＮＢ１０５－ａに送られたチャネルフィードバック３１０
－ａは、チャネル測定行列ＭPの構成要素の量子化表現であり得る。たとえば、ＵＥ１１
５－ａは、量子化されたチャネル測定行列ＭP、またはチャネル測定行列ＭPの量子化され
た要素値をフィードバックし得る。
【００５１】
　[0061]いくつかの実施形態では、チャネルフィードバック３１０は、時間および／また
は周波数領域において圧縮され得る。たとえば、チャネルフィードバック３１０は、周波
数領域（たとえば、サブバンドなど）のためのまたは異なる報告時間期間のためのチャネ
ル測定行列ＭPの要素のための増分値（たとえば、前に報告された値からの増分値など）
を含み得る。
【００５２】
　[0062]プリコーディング行列Ｐは、場合によっては、あらかじめ決定され（predetermi
ned）得、デフォルト値（たとえば、単位行列）であり得る。ｅＮＢ１０５－ａは、基底
変換を測定行列ＭPに適用することによって、異なるプリコーディング行列Ｐのためのチ
ャネル測定行列を決定し得る。たとえば、基底Ｐ＝［Ｐ0　Ｐ1］に基づくプリコーディン
グ行列のためのチャネル測定行列ＭPが報告され、別の基底Ｑ＝［Ｑ0　Ｑ1］のための測
定が所望され、ここで、ＱがＰの線形結合、Ｑ＝ＰＴとして書かれ得る場合、チャネル測
定行列ＭQは、ＭQ＝ＴHＭPＴとして決定され得る。
【００５３】
　[0063]ｅＮＢ１０５－ａによってサービスされる他のＵＥ１１５はまた、チャネルフィ
ードバック３１０－ｂを与え得る。チャネルフィードバック３１０は、ＵＥ１１５によっ
て周期チャネルフィードバック報告中で与えられ得る。場合によっては、チャネルフィー
ドバック３１０は、ＵＥ１１５からのアップリンクデータ送信（たとえば、ＰＵＳＣＨな
ど）と多重化され得る。
【００５４】
　[0064]ｅＮＢ１０５－ａは、ブロック３１５において、ダウンリンク送信のための潜在
的ＴＳに従ってＵＥをグループ化するために、第１のフィードバックスレッドによって与
えられたチャネルフィードバック３１０を使用し得る。ｅＮＢ１０５－ａは、ダウンリン
ク送信のために使用されるために潜在的ＴＳを含むＴＳセット３２０を各ＵＥ１１５に送
り得る。各ＵＥ１１５のためのＴＳセット３２０は、他のＵＥ１１５の異なるセット（た
とえば、ペアリング、グループ化など）とともに、ＵＥ１１５の潜在的グループ化と対応
する複数のＴＳを含み得る。ＴＳのためのグループ化されたＵＥ１１５は、送信時間間隔
の間、少なくとも部分的に重複するリソース（たとえば、リソースブロック、サブバンド
など）に割り当てられる。たとえば、ｅＮＢ１０５－ａは、図２に示されているように、
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ＭＵ－ＭＩＭＯのためのＵＥグループ２３０－ａを含むＴＳ　Ａと、ＭＵ－ＭＩＭＯのた
めのＵＥグループ２３０－ｂを含むＴＳ　Ｂとを決定し得る。ＴＳ　Ａは、プリコーディ
ング行列Ｐ1を使用した第１の空間レイヤ上でのＵＥ１１５－ａへの第１のデータストリ
ームの送信と、プリコーディング行列Ｐ1を使用した第２の空間レイヤ上でのＵＥ１１５
－ｂへの第２のデータストリームの送信とを含み得る。ＴＳ　Ｂは、プリコーディング行
列Ｐ2を使用した第１の空間レイヤ上でのＵＥ１１５－ａへの第１のデータストリームの
送信と、プリコーディング行列Ｐ3を使用した第２の空間レイヤ上でのＵＥ１１５－ｃへ
の第２のデータストリームの送信とを含み得る。ＴＳセット中の各ＴＳは、選択されたリ
ソース（たとえば、サブバンドなど）と、ランクと、プリコーディング行列と、電力分割
と、干渉消去（ＩＣ）がＳＮＲの計算のために仮定されるかどうかとを含み得る。
【００５５】
　[0065]ＵＥ１１５は、ＴＳセット３２０を受信し得、ＴＳセット３２０中のＴＳのうち
の１つまたは複数のためのＣＳＩ３３０を報告することを含む、第２のフィードバックス
レッドを実行し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、ブロック３２５において、ＴＳセッ
ト３２０中のＴＳのためのＣＳＩを決定し得、ＴＳセット３２０のうちのＴＳのうちの１
つまたは複数のためのＣＳＩ３３０－ａを報告し得る。ＣＳＩ３３０－ａは、たとえば、
選択されたＴＳのためのＲＩ、ＰＭＩ、および／またはＣＱＩを含み得る。場合によって
は、ＵＥ１１５は、最も高いＳＮＲを与える１つまたは複数のＴＳを選択し得る。たとえ
ば、ＴＳセット３２０はＴＳ　ＡとＴＳ　Ｂとを含み得、ＵＥ１１５－ａは、ＴＳ　Ｂの
場合よりもＴＳ　Ａのパラメータの下でＳＮＲがより高いと決定したことに基づいて、Ｔ
Ｓ　ＡのためのＣＳＩ３３０を報告し得る。同様に、他のＵＥ１１５は、それらのそれぞ
れのＴＳセット３２０のうちの１つまたは複数のＴＳのためのＣＳＩ３３０－ｂを報告し
得る。
【００５６】
　[0066]ＵＥ１１５によって選択されたＴＳのための受信されたＣＳＩ３３０に基づいて
、ｅＮＢ１０５－ａは、性能および／または効率を最適化するためにスケジューリング３
３５を実行し得る。ｅＮＢ１０５－ａは、次いで、報告されたＣＳＩ３３０に基づいて、
ＵＥ１１５－ａを含むＵＥ１１５にＤＬ送信３４０を送信し得る。ＤＬ送信３４０は、Ｓ
Ｕ送信（たとえば、ＦＤＭＡ、ＳＵ－ＭＩＭＯなど）および／またはＭＵ送信（たとえば
、ＮＯＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯなど）を含み得る。
【００５７】
　[0067]追加または代替として、ｅＮＢ１０５－ａは、第１のチャネルフィードバックス
レッドに基づいてスケジューリングを実行し得る。ｅＮＢ１０５－ａは、チャネルフィー
ドバック３１０から様々なＴＳのための最小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ）ＳＮＲを計算し得
る。たとえば、ＵＥ　Ａへのランク１送信についてＭＭＳＥ　ＳＮＲは以下のように計算
され得る。
【００５８】
【数２】

【００５９】
ただし、
　ＭPAは、ＵＥ　ＡのためのＭP行列である
　αは、電力分割比である
　[0068]ＵＥ　Ｂのためのランク２送信のためのＭＭＳＥ　ＳＮＲは、以下のように決定
され得る。
【００６０】



(19) JP 6337202 B2 2018.6.6

10

20

30

40

50

【数３】

【００６１】
ただし、
　ＭPBは、ＵＥ　ＢのためのＭP行列である
　αは、電力分割比である
　[0069]ｅＮＢ１０５－ａは、同様に、チャネルフィードバック３１０に基づいて、ＵＥ
１１５のための干渉消去を用いておよび干渉消去を用いずにＳＮＲを決定し得る。
【００６２】
　[0070]ｅＮＢ１０５－ａは、チャネル状態がＵＥ１１５に関して変化したかどうかを決
定するために、フィードバックを監視し得る。たとえば、ｅＮＢ１０５－ａは、ＵＥ１１
５からのチャネル品質を監視し得、チャネル状態が変化した（たとえば、チャネル状態の
変化がしきい値を超えるなど）場合、チャネルフィードバック３１０の更新（たとえば、
非周期要求など）をトリガし得る。
【００６３】
　[0071]説明しやすいように、図３は、同時に生じる第１のフィードバックスレッドのた
めのチャネルフィードバック３１０－ａとチャネルフィードバック３１０－ｂとを示して
いる。しかしながら、チャネルフィードバック３１０は、異なるＵＥから異なる時間に与
えられ得ることを理解されたい。たとえば、各ＵＥ１１５は、周期的フィードバックスケ
ジュールに応じたチャネルフィードバック３１０の周期報告のために構成され得、チャネ
ルフィードバック３１０の送信は、異なる時間に行われ（occur）得る。同様に、ＵＥ１
１５への送信ストラテジー３２０の送信およびＣＳＩ３３０の受信はまた、異なるＵＥに
ついて異なる時間に行われ得る。さらに、図３は、チャネルフィードバック３１０とＣＳ
Ｉ３３０とに基づくＤＬ送信３４０の一例を示している。しかしながら、ｅＮＢ１０５－
ａは、追加のチャネルフィードバック３１０および／またはＣＳＩ３３０に基づいて、（
たとえば、後続のフレームまたはサブフレームなどのための）送信を継続的にスケジュー
ルし得ることを理解されたい。
【００６４】
　[0072]いくつかの実施形態では、ｅＮＢ１０５－ａは、ＴＳを複数のＴＳセットにグル
ープ化し得、ＵＥ１１５は、各ＴＳセットからの１つまたは複数のＴＳに関連するＣＳＩ
フィードバックを与え得る。図４に、本開示の態様による、デュアルスレッドフィードバ
ックのためのＵＥ１１５によって受信された複数のＴＳセットの一例の図４００を示す。
たとえば、図３に示されているＴＳセット３２０は、図４のＴＳセット４２０を含み得る
。ＴＳは、多元接続技法、送信モード、および／またはＣＳＩフィードバックのタイプに
よってＴＳセット４２０にグループ化され得る。
【００６５】
　[0073]図４では、ＵＥ１１５は、シングルユーザＴＳ（たとえば、送信ダイバーシティ
、閉ループ空間多重化など）とＮＯＭＡ技法を使用するマルチユーザＴＳとを含み得る、
ＴＳセット０　４２０－ａを受信し得る。たとえば、ＴＳ　Ａ４２５－ａは、ＵＥがＳＵ
モード（たとえば、ランク１、ランク２など）で動作することができるＴＳであり得、Ｔ
Ｓ　Ｂ４２５－ｂは、ＵＥ１１５と、異なるＵＥ１１５と、の間で電力が分割されるＮＯ
ＭＡ方式であり得る。ＴＳセット０　４２０－ａの場合、ＵＥ１１５は、フィードバック
のためのＴＳセット０のうちの１つまたは複数のＴＳを選択し得、フィードバックが与え
られる各ＴＳのためのＲＩと、ＰＭＩと、ＣＱＩとを含むＣＳＩ報告をフィードバックし
得る。
【００６６】
　[0074]ＴＳセット１　４２０－ｂは、データＩＣが適用されたおよびデータＩＣが適用
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されない、ランク１　ＳＤＭＡのためのＴＳを含み得る。たとえば、ＴＳセット１　４２
０－ｂは、ＴＳ　Ｃ４２５－ｃとＴＳ　Ｄ４２５－ｄとを含み得、それらは、それぞれ、
ＩＣを用いたおよびＩＣを用いない直交空間レイヤを使用するランク１　ＴＳであり得る
。ＵＥ１１５は、フィードバックのためのＴＳセット１　４２０－ｂのうちの１つまたは
複数のＴＳを選択し得、フィードバックが与えられる各ＴＳのためのＰＭＩとＣＱＩとを
含むＣＳＩ報告をフィードバックし得る。
【００６７】
　[0075]ＴＳセット２　４２０－ｃは、ＮＯＭＡ技法の組合せのためのＴＳを含み得る。
たとえば、ＴＳセット２　４２０－ｃは、ＵＥ１１５のためのランク１またはランク２で
あり得る、ＴＳ　Ｅ４２５－ｅとＴＳ　Ｆ４２５－ｆとを含み得、異なるＵＥ１１５への
送信を多重化するために、一方または両方の空間レイヤ上でＮＯＭＡ技法を使用し得る。
ＵＥ１１５は、フィードバックのためのＴＳセット２　４２０－ｃのうちの１つまたは複
数のＴＳを選択し得、フィードバックが与えられる各ＴＳのためのＲＩと、ＰＭＩと、Ｃ
ＱＩとを含むＣＳＩ報告をフィードバックし得る。
【００６８】
　[0076]図５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのデュアルスレッド
フィードバックのための方法５００の流れ図を示す。明快のために、方法５００が、図１
、図２、図３、図９または図１３を参照しながら説明するＵＥ１１５のうちの１つまたは
複数の態様、および／あるいは図７または図８を参照しながら説明するデバイスのうちの
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、ＵＥ１１５は、以
下で説明される機能を実行するようにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１
つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハード
ウェアを使用して以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【００６９】
　[0077]方法５００は、第１のフィードバックスレッド５０５と第２のフィードバックス
レッド５１０とを含み得る。第１のフィードバックスレッド５０５では、ＵＥ１１５は、
ブロック５１５において、サービングｅＮＢ１０５からキャリア上で送信された基準信号
（たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＵＥ－ＲＳなど）を受信する。ブロック５１５にお
いて受信された基準信号は、異なるアンテナポート上で送信された基準信号を含み得る。
【００７０】
　[0078]ブロック５２０において、ＵＥ１１５は、キャリアの非直交チャネルについて報
告するためのチャネルフィードバックを決定する。たとえば、ＵＥ１１５は、図３を参照
しながら上記で説明したように、チャネル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとを測定し得、チ
ャネル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとに基づいてチャネル測定行列ＭPを決定し得る。チ
ャネル測定行列ＭPは、あらかじめ決定されたプリコーディング行列、またはデフォルト
行列（たとえば、単位行列）を使用して決定され得る。
【００７１】
　[0079]ブロック５２５において、ＵＥ１１５は、サービングｅＮＢ１０５へのキャリア
についてチャネルフィードバックを報告する。たとえば、ＵＥは、ブロック５２５におい
て、チャネルフィードバックの周期報告を実行し得る。ブロック５２５において報告され
たチャネルフィードバックは、チャネル測定行列ＭPの要素（たとえば、実数値、複素数
値の一部分または全部など）を含み得る。報告されたチャネルフィードバックは量子化さ
れ得る（たとえば、チャネル測定行列コードブックに対する量子化されたインデックス、
またはチャネル測定行列ＭPの量子化された要素値など）。
【００７２】
　[0080]第２のフィードバックスレッドは、ブロック５３０において、１つまたは複数の
ＴＳセットを受信することによって開始され得る。たとえば、ＵＥは複数のＴＳセットを
受信し得、ここで、各ＴＳセットは１つまたは複数のＴＳを含む。ＴＳは、多元接続技法
および／または送信モードによって複数のＴＳセットにグループ化され得る。第２のフィ
ードバックスレッドは、非周期フィードバック要求の受信時に開始され得、非周期フィー
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ドバック要求は、要求されたＣＳＩフィードバックのための１つまたは複数のＴＳセット
を含み得る。
【００７３】
　[0081]ブロック５３５において、ＵＥ１１５は、ＴＳセットのうちのＴＳのための部分
的なまたは完全なＣＳＩフィードバックを決定し得る。たとえば、ＵＥは、ＴＳのための
ＲＩ、ＣＱＩ、ＰＴＩ、および／またはＰＭＩを決定し得る。場合によっては、ＴＳセッ
トのうちのＴＳは、多元接続技法（たとえば、ＮＯＭＡ、ＳＤＭＡなど）を示し得、ＵＥ
１１５は、同じ空間レイヤまたは異なる（たとえば、直交など）空間レイヤ上の干渉スト
リームを仮定して、ＣＳＩを決定し得る。ＴＳのためのＣＱＩは、場合によっては、セル
内データＩＣを用いておよび／またはセル内データＩＣを用いずに決定され得る。
【００７４】
　[0082]ブロック５４０において、ＵＥ１１５は、ＴＳセットのうちのＴＳのサブセット
のための部分的なまたは完全なＣＳＩを報告し得る。たとえば、ＵＥ１１５は、各ＴＳセ
ットから１つまたは複数のＴＳ（たとえば、最も高いＳＮＲをもつＴＳなど）を選択し、
選択されたＴＳのためのＣＳＩを報告し得る。場合によっては、ブロック５４０における
ＣＳＩ報告（CSI reporting）は、制御チャネル（たとえば、ＰＵＣＣＨなど）またはデ
ータチャネル（たとえば、ＰＵＳＣＨなど）を介して送信され得る。
【００７５】
　[0083]ブロック５４５において、ＵＥ１１５は、ＤＬ送信のためのスケジューリング情
報を受信し得る。ＤＬ送信は、第１のフィードバックスレッド５０５のチャネルフィード
バックに基づいて、および／または第２のフィードバックスレッド５１０のＣＳＩ報告に
基づいて、サービングｅＮＢ１０５－ａによってスケジュールされ得る。たとえば、場合
によっては、サービングｅＮＢ１０５は、ＵＥ１１５からの第１のフィードバックスレッ
ド中のチャネルフィードバックに基づいて、複数のＵＥ１１５へのＤＬ送信のＳＮＲを正
確に予測することが可能であり得、第２のフィードバックスレッドを使用してさらなるフ
ィードバックを要求することなしに、送信のスケジューリングを実行し得る。他の事例で
は、サービングｅＮＢ１０５は、送信のためのＵＥグループ化を決定し、第２のフィード
バックスレッドを使用して潜在的ＵＥグループ化に関連するＴＳのためのＣＳＩフィード
バックを要求し得る。
【００７６】
　[0084]ブロック５５０において、ＵＥ１１５は、サービングｅＮＢ１０５からＤＬ送信
を受信する。ＤＬ送信は、ブロック５４０において送られたＣＳＩフィードバックに従っ
て受信され得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ブロック５４０において、ＴＳのためのＣＱ
Ｉを報告し、ブロック５５０におけるＤＬ送信は、選択されたＴＳのための報告されたＣ
ＱＩを使用して受信され得る。
【００７７】
　[0085]いくつかの事例では、ＵＥ１１５は、ブロック５５５において、受信されたＤＬ
送信にＩＣを適用し得る。たとえば、ＵＥ１１５は、ブロック５４０において、別のＵＥ
へのデータ送信のデータＩＣ（たとえば、異なる空間レイヤ、電力分割など）を仮定して
、ＴＳのためのＣＳＩフィードバックを報告し、ブロック５５５において、報告されたＣ
ＱＩにおいて所望のＢＬＥＲを達成するために干渉送信を消去するためにデータＩＣが適
用され得る。ブロック５６０において、ＵＥ１１５は、ＵＥ１１５を対象とするデータス
トリームを復号し得る。ＵＥ１１５は、知られている技法に従って復号データストリーム
のためのＨＡＲＱプロセスを実行し得る。
【００７８】
　[0086]図６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のためのデュアルスレッド
フィードバックのための方法６００の流れ図を示す。明快のために、方法６００について
、図１、図２、図３を参照しながら説明したｅＮＢ１０５のうちの１つまたは複数の態様
、および／あるいは図７、図８、図１０、図１１を参照しながら説明するデバイスのうち
の１つまたは複数の態様に関して以下で説明する。いくつかの例では、ｅＮＢ１０５は、
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以下で説明する機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコードの
１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ｅＮＢ１０５は、専用ハ
ードウェアを使用して以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【００７９】
　[0087]ブロック６０５において、ｅＮＢ１０５は、ｅＮＢ１０５によってサービスされ
るＵＥ１１５のための第１のフィードバックスレッドに従ってチャネルフィードバックを
受信し得る。各ＵＥ１１５からのチャネルフィードバックは、たとえば、チャネル測定行
列ＭPまたはチャネル測定行列ＭPの要素であり得る。チャネルフィードバックは量子化さ
れ得る（たとえば、チャネル測定行列コードブックに対する量子化されたインデックス、
またはチャネル測定行列ＭPの量子化された要素値など）。
【００８０】
　[0088]ブロック６１０において、ｅＮＢ１０５は、第１のフィードバックスレッド中で
受信されたチャネルフィードバックからサービスされるＵＥのためのＳＮＲが正確に決定
されることができるかどうかを決定し得る。いくつかの事例では、第１のフィードバック
スレッド中で受信されたチャネルフィードバックは、ＴＳのためのＵＥのグループ化と潜
在的ＴＳとを決定するのに十分な情報を与え得るが、潜在的ＴＳのための正確なＳＮＲを
計算するのに十分な情報を与えないことがある。さらに、スケジューリングを最適化する
ために、シングルユーザＴＳのために、第１のフィードバックスレッドから計算されたＳ
ＮＲを、報告されたＣＳＩと比較することが有益であり得る。したがって、ＵＥのセット
のためのＳＮＲが、正確に決定されることができ、他のＵＥのための潜在的ＴＳを補完す
る（is complementary to）場合、ブロック６１５において、特定のＴＳのためのＣＳＩ
フィードバックを要求することなしに、ＵＥのセットのためのスケジューリングがｅＮＢ
１０５によって実行され得る。
【００８１】
　[0089]追加または代替として、ｅＮＢ１０５は、ブロック６２０において、第１のフィ
ードバックスレッドからのチャネルフィードバックに基づいて、ＴＳのためにＵＥをグル
ープ化し得る。ｅＮＢ１０５は、ＴＳ空間を複数のＴＳセットに分割し得、これは、最適
化されたＵＥグループを与えるＴＳを見つける見込みを改善し得る。潜在的ＴＳは、多元
接続技法（たとえば、シングルユーザ、ＮＯＭＡ、ＳＤＭＡなど）、送信モードおよび／
またはＣＳＩフィードバックのタイプに従って、ＴＳセットにアセンブルされ得る。
【００８２】
　[0090]ブロック６２５において、ｅＮＢ１０５は、ＴＳセットをＵＥ１１５に送り得る
。たとえば、ｅＮＢ１０５は、第２のフィードバックスレッドに関連するＣＳＩフィード
バック要求中でＴＳセットを送り得る。ｅＮＢ１０５は、制御情報（たとえば、ＤＣＩ、
ＭＡＣ制御要素など）中のまたはデータに付加されたＴＳセットを送り得る。
【００８３】
　[0091]ブロック６３０において、ｅＮＢ１０５は、第２のフィードバックスレッド中で
ＵＥ１１５からＴＳセットのうちの１つまたは複数のＴＳのためのＣＳＩを受信し得る。
ＣＳＩフィードバックは、１つまたは複数のＴＳのためのチャネル品質（たとえば、ＣＱ
Ｉなど）を含み得る。ＣＳＩフィードバックは、場合によっては、ＲＩ、ＰＭＩ、および
／またはＰＴＩを含み得る。
【００８４】
　[0092]ブロック６３５において、ｅＮＢ１０５は、ｅＮＢ１０５によってサービスされ
るＵＥ１１５への送信のための第２のフィードバックスレッド中で受信されたＣＳＩ報告
に基づいて、ＴＳセットからＴＳを選択する。ブロック６３５におけるＴＳ選択およびス
ケジューリングはまた、ブロック６０５において受信された第１のフィードバックスレッ
ドからのチャネルフィードバックに基づき得る。たとえば、ＵＥが、第２のフィードバッ
クスレッド中で互換性のないＴＳを選択したとき、ｅＮＢは、ブロック６３５において、
ＴＳ選択およびスケジューリングを実行するために、第２のフィードバックスレッド中で
与えられたＣＳＩおよび／または第１のフィードバックスレッドからのチャネルフィード
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バックを使用し得る。したがって、ｅＮＢによってサービスされるＵＥ１１５のための選
択されたＴＳは、場合によっては、ブロック６２５においてＵＥ１１５に送られたＴＳセ
ットからのＴＳのみを含み得るか、または、ＴＳセット中にないＴＳを含み得る。
【００８５】
　[0093]ブロック６４０において、ＵＥは、ブロック６１５および／または６３５におけ
るスケジューリングに従って、１つまたは複数のサービスされるＵＥにダウンリンクデー
タ送信を送信し得る。データ送信は、選択されたＴＳのうちの１つまたは複数に従って送
信され得、第２のフィードバックスレッド中で受信されたＣＳＩに従って実行され得る。
たとえば、第２のフィードバックスレッド中でＵＥから受信されたチャネル品質は、デー
タ送信のために使用され得る。データ送信は、関連する制御情報によってＵＥ１１５にシ
グナリングされ得る。
【００８６】
　[0094]図７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのためのデバイス７０５のブロック図７００を示す。デバイス７
０５は、図１、図２、図３を参照しながら説明したＵＥ１１５の１つまたは複数の態様の
一例であり得る。デバイス７０５は、受信機７１０と、送信機７２０と、チャネル測定フ
ィードバック構成要素（component）７３０と、チャネル品質フィードバック構成要素７
４０とを含み得る。デバイス７０５はまた、プロセッサ（図示せず）であるか、またはそ
れを含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【００８７】
　[0095]受信機７１０は、パケット、ユーザデータ、ならびに／あるいは、様々な信号（
たとえば、基準信号など）および／または情報チャネル（たとえば、制御チャネル、デー
タチャネルなど）に関連する制御情報などの情報を受信するように動作可能な少なくとも
１つの無線周波数（ＲＦ）受信機を含み得る。受信機７１０は、複数のアンテナを有し、
様々なアンテナポートに関連する基準信号（たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＵＥ－Ｒ
Ｓなど）などの信号を受信し、空間レイヤ間の雑音共分散およびチャネル利得などのチャ
ネル測定値を計算するように構成され得る。受信機７１０は、チャネル測定値７１５をチ
ャネル測定フィードバック構成要素７３０に渡し（pass）得る。
【００８８】
　[0096]チャネル測定フィードバック構成要素７３０は、チャネル測定値７１５を処理し
、第１のフィードバックスレッドに従ってフィードバック報告を実行するように構成され
得る。たとえば、チャネル測定フィードバック構成要素７３０は、チャネル測定値７１５
からチャネル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとを決定し得る。チャネル測定フィードバック
構成要素７３０は、チャネル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとに基づいて、チャネル測定行
列ＭPを決定し得る。チャネル測定行列ＭPは、あらかじめ決定されたプリコーディング行
列、またはデフォルト行列（たとえば、単位行列）を使用して決定され得る。チャネル測
定フィードバック構成要素７３０は、チャネルフィードバック報告７２５を送信機７２０
に渡すことによって、チャネルフィードバックの周期報告を実行し得る。送信機７２０は
、チャネルフィードバック報告７２５をサービングｅＮＢ１０５に送信し得、サービング
ｅＮＢ１０５に送信されたデータでチャネルフィードバック報告７２５を多重化し得る。
チャネルフィードバック報告７２５中で報告されたチャネルフィードバックは、チャネル
測定行列ＭPの要素（たとえば、実数値、複素数値の一部分または全部など）を含み得る
。報告されたチャネルフィードバックは量子化され得る（たとえば、チャネル測定行列コ
ードブックに対する量子化されたインデックス、またはチャネル測定行列ＭPの量子化さ
れた要素値など）。
【００８９】
　[0097]チャネル品質フィードバック構成要素７４０は、サービングｅＮＢ１０５から（
たとえば、受信機７１０を介して）受信されたＴＳのセットのためのチャネル品質を決定
するための処理を実行し得る。たとえば、チャネル品質フィードバック構成要素７４０は
、複数のＴＳセットを受信し得、ここで、各ＴＳセットは１つまたは複数のＴＳを含む。
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ＴＳは、多元接続技法および／または送信モードによって複数のＴＳセットにグループ化
され得る。第２のフィードバックスレッドは、非周期フィードバック要求の受信時に開始
され得、非周期フィードバック要求は、要求されたＣＳＩフィードバックのための１つま
たは複数のＴＳセットを含み得る。
【００９０】
　[0098]チャネル品質フィードバック構成要素７４０は、受信機７１０からチャネル測定
値７１５を受信し得、ＴＳセットのうちのＴＳのためのＣＳＩフィードバックを決定し得
る。たとえば、チャネル品質フィードバック構成要素７４０は、ＴＳのためのＲＩ、ＣＱ
Ｉ、ＰＴＩ、および／またはＰＭＩを決定し得る。場合によっては、ＴＳセットのうちの
ＴＳは、多元接続技法（たとえば、ＮＯＭＡ、ＳＤＭＡなど）を示し得、チャネル品質フ
ィードバック構成要素７４０は、同じ空間レイヤまたは異なる（たとえば、直交など）空
間レイヤ上の干渉ストリームを仮定して、ＣＳＩを決定し得る。ＴＳのためのＣＱＩは、
場合によっては、セル内データＩＣを用いておよび／またはセル内データＩＣを用いずに
決定され得る。チャネル品質フィードバック構成要素７４０は、ＣＳＩフィードバック報
告７４５を送信機７２０に渡すことによって、ＴＳセットのうちのＴＳのサブセットのた
めのＣＳＩフィードバックを報告し得る。たとえば、チャネル品質フィードバック構成要
素７４０は、各ＴＳセットから１つまたは複数のＴＳ（たとえば、最も高いＳＮＲをもつ
ＴＳなど）を選択し、選択されたＴＳのためのＣＳＩを報告し得る。場合によっては、送
信機７２０は、ＣＳＩフィードバック報告７４５を物理的制御チャネル（たとえば、ＰＵ
ＣＣＨなど）を介して送信し得る。
【００９１】
　[0099]送信機７２０は、上記で説明したように、デバイス７０５の他の構成要素から受
信された１つまたは複数の信号を送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機
を含み得る。いくつかの例では、送信機７２０は、トランシーバにおいて受信機７１０と
コロケートされ得る。
【００９２】
　[0100]図８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのためのデバイス７０５－ａのブロック図８００を示す。デバイ
ス７０５－ａは、図１、図２、図３、図９または図１３を参照しながら説明するＵＥ１１
５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス７０５－ａは、図７を参照しなが
ら説明したデバイス７０５の一例であり得る。デバイス７０５－ａは、受信機７１０－ａ
と、送信機７２０－ａと、チャネル測定フィードバック構成要素７３０－ａと、チャネル
品質フィードバック構成要素７４０－ａとを含み得、これらは、デバイス７０５の対応す
る構成要素の一例であり得る。デバイス７０５－ａはプロセッサをも含み得る（図示せず
）。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。チャネル測定フィードバ
ック構成要素７３０－ａは、チャネルフィードバック行列構成要素８３５および／または
フィードバック圧縮構成要素８４０を含み得る。受信機７１０－ａおよび送信機７２０－
ａは、それぞれ、図７の受信機７１０および送信機７２０の機能を実行し得る。たとえば
、受信機７１０－ａは、受信された信号（たとえば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＵＥ－ＲＳ
など）から、図７のチャネル測定値７１５であり得るチャネル測定値７１５－ａを生成し
得る。
【００９３】
　[0101]チャネルフィードバック行列構成要素８３５は、上記で説明したように、チャネ
ル行列Ｈと雑音共分散行列ＲNNとに基づいて、チャネル測定行列ＭPを計算し得る。チャ
ネル測定行列ＭPは、あらかじめ決定されたプリコーディング行列、またはデフォルト行
列（たとえば、単位行列）を使用して決定され得る。
【００９４】
　[0102]フィードバック圧縮構成要素８４０は、チャネルフィードバック報告７２５－ａ
中で報告されるべきチャネルフィードバックに対して圧縮を実行し得る。たとえば、フィ
ードバック圧縮構成要素８４０は、時間および／または周波数領域においてチャネルフィ
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ードバックを圧縮し得る。たとえば、チャネルフィードバック報告７２５－ａは、周波数
領域（たとえば、サブバンドなど）のためのまたは異なる報告時間期間のためのチャネル
測定行列ＭPの要素のための増分値（たとえば、前に報告された値からの増分値など）を
含み得る。
【００９５】
　[0103]ＴＳセレクタ８４５は、第２のフィードバックスレッドのためのＴＳセットのう
ちのＴＳを選択し得る。たとえば、ＴＳセレクタ８４５は、第２のフィードバックスレッ
ド中で報告されるべき各ＴＳセットから１つまたは複数のＴＳを選択し得る。ＴＳセレク
タ８４５は、各ＴＳセットから最も高いＳＮＲを与える１つまたは複数のＴＳを選択し得
る。
【００９６】
　[0104]図７または図８のデバイス７０５の構成要素の機能は、全体的にまたは部分的に
、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサ（たとえば、ＣＰＵ、コアなど）
によって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装
され得る。たとえば、説明する構成要素は、１つまたは複数のプロセッサ上で実行するた
めにコンパイルされ得るか、あるいは１つまたは複数のプロセッサによってランタイムに
おいて解釈され得る、１つまたは複数の機能、サブルーチン、クラス、モジュール、およ
び／またはパッケージに組み込まれた命令を表し得る。追加または代替として、デバイス
７０５の様々な構成要素は、当技術分野で知られている任意の様式でプログラム（たとえ
ば、ハードウェア記述言語（ＨＤＬ）から構成、合成など）され得る、１つまたは複数の
特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ
）、および／あるいは他のセミカスタム構成要素または集積回路（ＩＣ）を使用して、ハ
ードウェア（たとえば、回路など）で個々にまたはまとめて実装され得る。
【００９７】
　[0105]図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュアル
スレッドフィードバックのために構成されたＵＥ１１５－ｅのブロック図９００を示す。
ＵＥ１１５－ｅは、図１、図２、図３または図１３のＵＥ１１５の一例であり得る。ＵＥ
１１５－ｅはまた、図７および図８のデバイス７０５の１つまたは複数の態様の一例であ
り得る。
【００９８】
　[0106]ＵＥ１１５－ｅは、概して、通信を送信するための構成要素と通信を受信するた
めの構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。ＵＥ
１１５－ｅは、（１つまたは複数の）アンテナ９４０と、（１つまたは複数の）トランシ
ーバ９３５と、（１つまたは複数の）プロセッサ９０５と、（ソフトウェア（ＳＷ）９２
０を含む）メモリ９１５とを含み得、それらはそれぞれ、（たとえば、１つまたは複数の
バス９４５を介して）直接的または間接的に互いに通信し得る。（１つまたは複数の）ト
ランシーバ９３５は、上記で説明したように、（１つまたは複数の）アンテナ９４０、お
よび／あるいは１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスリンクを介して、１つまた
は複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。たとえば、（１つまたは
複数の）トランシーバ９３５は、基地局１０５および／または他のＵＥ１１５と双方向に
通信するように構成され得る。（１つまたは複数の）トランシーバ９３５は、パケットを
変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）アンテナ９４０に与え
、（１つまたは複数の）アンテナ９４０から受信されたパケットを復調するように構成さ
れたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｅは、複数のワイヤレス送信（たとえば、ＭＩＭＯ
送信、ＮＯＭＡ送信など）を同時に送信することおよび／または受信することが可能な複
数のアンテナ９４０を有し得る。（１つまたは複数の）トランシーバ９３５は、複数のコ
ンポーネントキャリアを介して１つまたは複数の基地局１０５と同時に通信することが可
能であり得る。
【００９９】
　[0107]ＵＥ１１５－ｅは、チャネル測定フィードバック構成要素７３０－ｂと、チャネ
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ル品質フィードバック構成要素７４０－ｂとを含み得、これらは、第１のフィードバック
スレッド中でチャネル情報を与えることと、ＴＳセットを受信することと、ＴＳセットの
うちの１つまたは複数のＴＳのために第２のフィードバックスレッド中でチャネル品質フ
ィードバックを与えることとに関係する、図７および図８を参照しながら上記で説明した
特徴および／または機能の一部または全部を実行および／または制御するように構成され
得る。いくつかの例では、チャネル測定フィードバック構成要素７３０－ｂおよびチャネ
ル品質フィードバック構成要素７４０－ｂは、ソフトウェア／ファームウェアコード９２
０の一部であり得、（１つまたは複数の）プロセッサ９０５に本明細書で説明する様々な
機能（たとえば、チャネル測定行列を決定すること、フィードバック情報を量子化するこ
と、周期チャネル情報報告を与えること、チャネル品質要求を受信すること、ＴＳセット
を受信すること、ＴＳのサブセットのためのチャネル品質フィードバックを与えることな
ど）を実行させるように構成された命令を含み得る。チャネル測定フィードバック構成要
素７３０－ｂおよびチャネル品質フィードバック構成要素７４０－ｂは、図７および図８
を参照しながら説明したチャネル測定フィードバック構成要素７３０およびチャネル品質
フィードバック構成要素７４０の例であり得る。
【０１００】
　[0108]メモリ９１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ９１５は、実行されたとき、（１つまたは複数の）プロセッ
サ９０５に本明細書で説明する様々な機能を実行させるように構成された命令を含んでい
るコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード９２０
を記憶し得る。代替的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファ
ームウェアコード９２０は、（１つまたは複数の）プロセッサ９０５によって直接的に実
行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータ
に本明細書で説明する機能を実行させるように構成され得る。（１つまたは複数の）プロ
セッサ９０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば、中央処理ユニット
（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などを含み得る
。
【０１０１】
　[0109]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュア
ルスレッドフィードバックのために構成されたデバイス１００５のブロック図１０００を
示す。いくつかの例では、デバイス１００５は、図１、図２、図３、図１２または図１３
を参照しながら説明する基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。
いくつかの例では、デバイス１００５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ｅＮＢおよび／またはＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ基地局一部であるか、またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ｅＮＢおよび／また
はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ基地局を含み得る。デバイス１００５はまた、プロセッサであり得
る。デバイス１００５は、基地局受信機１０１０、基地局送信機１０２０、チャネル測定
プロセッサ１０３０、チャネルスケジューラ１０４０、および／または基地局ＴＳセレク
タ１０５０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１０２】
　[0110]いくつかの例では、基地局受信機１０１０は、第１のフィードバックスレッド中
のチャネルフィードバックと第２のフィードバックスレッド中のチャネル品質とを含む、
ＵＥからのフィードバックを受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機を含
み得る。基地局受信機１０１０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通
信システム１００および２００など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リ
ンク上で、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（たとえば、送信）を受信する
ために使用され得る。
【０１０３】
　[0111]いくつかの例では、基地局送信機１０２０は、様々な多元接続技法（たとえば、
シングルユーザ、送信ダイバーシティ、ＳＤＭＡ、ＮＯＭＡなど）に従って複数のＵＥ１
１５に同時データ送信を送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得
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る。基地局送信機１０２０は、図１または図２を参照しながら説明したワイヤレス通信シ
ステム１００および２００など、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク
上で、様々なタイプの基準信号、制御シグナリング、および／またはデータ送信を送信す
るために使用され得る。
【０１０４】
　[0112]いくつかの例では、チャネル測定プロセッサ１０３０は、デバイス１００５によ
ってサービスされるＵＥ１１５のための第１のフィードバックスレッドに従って、（たと
えば、基地局受信機１０１０を介して）チャネルフィードバック１０１５を受信し得る。
各ＵＥ１１５からのチャネルフィードバック１０１５は、たとえば、チャネル測定行列Ｍ

Pまたはチャネル測定行列ＭPの要素を含む。チャネルフィードバックは量子化され得る（
たとえば、チャネル測定行列コードブックに対する量子化されたインデックス、またはチ
ャネル測定行列ＭPの量子化された要素値など）。チャネル測定プロセッサ１０３０は、
第１のフィードバックスレッド中で受信されたチャネルフィードバック１０１５からサー
ビスされるＵＥのためのＳＮＲが正確に決定され得るかどうかを決定し得る。サービスさ
れるＵＥ１１５のためのＳＮＲが正確に決定され得る場合、チャネル測定プロセッサ１０
３０は、ＳＮＲ情報１０３５をチャネルスケジューラ１０４０に渡し得、それはＵＥのた
めのスケジューリングを実行し得る。
【０１０５】
　[0113]代替的に、チャネル測定プロセッサ１０３０は、第１のフィードバックスレッド
からのチャネルフィードバックに基づいて、ＴＳのためにＵＥをグループ化し得る。チャ
ネル測定プロセッサ１０３０は、ＴＳセットをＵＥ１１５に送り得る。たとえば、チャネ
ル測定プロセッサ１０３０は、ＴＳセット１０５５を基地局送信機１０２０に与え得、そ
れは、第２のフィードバックスレッドに関連するＣＳＩフィードバック要求中でＴＳセッ
トをＵＥ１１５に送り得る。基地局送信機１０２０は、制御情報（たとえば、ＤＣＩ、Ｍ
ＡＣ制御要素など）中のまたはデータに付加されたＴＳセットを送り得る。
【０１０６】
　[0114]基地局ＴＳセレクタ１０５０は、（たとえば、基地局受信機１０１０を介して）
第２のフィードバックスレッド中でＴＳセットのうちの１つまたは複数のＴＳのためのＣ
ＳＩ１０６５を受信し得る。ＣＳＩ１０６５は、１つまたは複数のＴＳのためのチャネル
品質（たとえば、ＣＱＩなど）を含み得る。ＣＳＩ１０６５は、場合によっては、ＲＩ、
ＰＭＩ、および／またはＰＴＩを含み得る。基地局ＴＳセレクタ１０５０は、ＵＥ１１５
への送信のための第２のフィードバックスレッド中で受信されたＣＳＩに基づいて、ＴＳ
セットからＴＳを選択し得る。追加または代替として、基地局ＴＳセレクタ１０５０は、
いくつかのＵＥのためのＴＳセット中にないＴＳを選択し得る（たとえば、チャネルフィ
ードバック１０１５に基づいて、いくつかのＵＥのためのＴＳが選択され得るなど）。基
地局ＴＳセレクタ１０５０は、ＴＳ選択情報１０４５をチャネルスケジューラ１０４０に
渡し得、それは、サービスされるＵＥ１１５へのＤＬデータ送信をスケジュールし、スケ
ジューリング情報１０７５を、スケジューリング情報１０７５に従うＵＥ１１５へのデー
タストリームの送信のために基地局送信機１０２０に与え得る。基地局ＴＳセレクタ１０
５０は、ＵＥ１１５に対してチャネル状態が変化したかどうかを決定するために、ＣＳＩ
１０６５を監視し得る。たとえば、基地局ＴＳセレクタ１０５０は、ＵＥ１１５からのチ
ャネル品質を監視し得、チャネル状態が変化した（たとえば、チャネル状態の変化がしき
い値を超えるなど）場合、チャネルフィードバック１０１５の更新（たとえば、非周期要
求など）をトリガし得る。
【０１０７】
　[0115]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュア
ルスレッドフィードバックのために構成されたデバイス１００５－ａのブロック図１１０
０を示す。いくつかの例では、デバイス１００５－ａは、図１、図２、図３、図１２また
は図１３を参照しながら説明する基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例、お
よび／または、図１０を参照しながら説明したデバイス１００５の態様の一例であり得る
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。いくつかの例では、デバイス１００５－ａは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ｅＮＢおよび／ま
たはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ基地局（たとえば、ｅＮＢ）の一部であるか、またはＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ　ｅＮＢおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ基地局を含み得る。デバイス１００
５－ａはプロセッサでもあり得る。デバイス１００５－ａは、基地局受信機１０１０－ａ
、基地局送信機１０２０－ａ、チャネル測定プロセッサ１０３０－ａ、チャネルスケジュ
ーラ１０４０－ａ、および／または基地局ＴＳセレクタ１０５０－ａを含み得る。これら
の構成要素の各々は互いと通信していることがある。
【０１０８】
　[0116]いくつかの例では、基地局受信機１０１０－ａは、図１０を参照しながら説明し
た基地局受信機１０１０の１つまたは複数の態様の一例であり得る。いくつかの例では、
基地局送信機１０２０－ａは、図１０を参照しながら説明した基地局送信機１０２０の１
つまたは複数の態様の一例であり得る。たとえば、基地局受信機１０１０－ａは、チャネ
ルフィードバック１０１５－ａをチャネル測定プロセッサ１０３０－ａに渡し得、第２の
フィードバックスレッド中のＴＳセットのうちの１つまたは複数のＴＳのためのＣＳＩ１
０６５－ａを基地局ＴＳセレクタ１０５０－ａに渡し得る。
【０１０９】
　[0117]チャネル測定プロセッサ１０３０－ａ、チャネルスケジューラ１０４０－ａ、お
よび基地局ＴＳセレクタ１０５０－ａは、それぞれ、図１０の測定プロセッサ１０３０、
チャネルスケジューラ１０４０、および基地局ＴＳセレクタ１０５０の例であり得、上記
で説明した対応する機能を実行し得る。たとえば、基地局ＴＳセレクタ１０５０－ａは、
第２のフィードバックスレッド中でＴＳセットのうちの１つまたは複数のＴＳのためのＣ
ＳＩ１０６５－ａを受信し、スケジューリングのためにＴＳセットからＴＳを選択し、Ｔ
Ｓ選択情報１０４５－ａをチャネルスケジューラ１０４０－ａに渡し、それは、サービス
されるＵＥへのＤＬデータ送信をスケジュールし、スケジューリング情報１０７５－ａを
、スケジューリング情報１０７５－ａに従うＵＥ１１５へのデータストリームの送信のた
めに基地局送信機１０２０－ａに与え得る。
【０１１０】
　[0118]ＵＥグループ化構成要素１１６０は、ＴＳをＴＳセットにグループ化し得る。た
とえば、ＵＥグループ化構成要素１１６０は、ＴＳ空間を複数のＴＳセットに分割し得、
これは、最適化されたＵＥグループを与えるＴＳを見つける見込み（chance）を改善し得
る。潜在的ＴＳは、多元接続技法（たとえば、シングルユーザ、ＮＯＭＡ、ＳＤＭＡなど
）、送信モードおよび／またはＣＳＩフィードバックのタイプに従って、ＴＳセットにア
センブルされ得る。
【０１１１】
　[0119]チャネル品質精度構成要素１１７０は、第１のフィードバックスレッド中で受信
されたチャネルフィードバックからサービスされるＵＥのためのＳＮＲが正確に決定され
得るかどうかを決定し得る。チャネル品質精度構成要素１１７０が、ＵＥのセットのため
のＳＮＲが正確に決定され得、他のＵＥのための潜在的ＴＳを補足すると決定した場合、
チャネル測定プロセッサ１０３０－ａは、ＳＮＲ情報１０３５－ａを、ＵＥのためのＴＳ
選択およびスケジューリングを実行し得る、基地局ＴＳセレクタ１０５０－ａおよび／ま
たはチャネルスケジューラ１０４０－ａに渡し得る。
【０１１２】
　[0120]図１０または図１１のデバイス１００５の構成要素の機能は、全体的にまたは部
分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサ（たとえば、ＣＰＵ、コア
など）によって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた（embodied
）命令を用いて実装され得る。たとえば、説明する構成要素は、１つまたは複数のプロセ
ッサ上で実行するためにコンパイルされ得るか、あるいは１つまたは複数のプロセッサに
よってランタイムにおいて解釈され得る、１つまたは複数の機能、サブルーチン、クラス
、モジュール、および／またはパッケージに組み込まれた命令を表し得る。追加または代
替として、デバイス１００５の様々な構成要素は、当技術分野で知られている任意の様式
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でプログラム（たとえば、ハードウェア記述言語（ＨＤＬ）から構成、合成など）され得
る、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ（ＦＰＧＡ）、および／あるいは他のセミカスタム構成要素または集積回路（
ＩＣ）を使用して、ハードウェア（たとえば、回路など）で個々にまたはまとめて実装さ
れ得る。
【０１１３】
　[0121]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるデュア
ルスレッドフィードバックのために構成された基地局１０５－ｂ（たとえば、ｅＮＢの一
部または全部を形成する基地局）のブロック図１２００を示す。いくつかの例では、基地
局１０５－ｂは、図１、図２、図３または図１３を参照しながら説明する基地局１０５の
うちの１つまたは複数の態様、ならびに／あるいは図１０および／または図１１を参照し
ながら説明したように、基地局として構成されたときの装置１００５のうちの１つまたは
複数の態様の一例であり得る。基地局１０５－ｂは、図１～図４および図６を参照しなが
ら説明した基地局および／または装置特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実装
するかまたは容易にするように構成され得る。
【０１１４】
　[0122]基地局１０５－ｂは、基地局プロセッサ１２１０と、（ソフトウェア／ファーム
ウェア１２２５を含む）基地局メモリ１２２０と、（１つまたは複数の）基地局トランシ
ーバ１２５０と、（１つまたは複数の）基地局アンテナ１２５５とを含み得る。基地局１
０５－ａはまた、基地局通信マネージャ１２３０および／またはネットワーク通信マネー
ジャ１２４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまた
は複数のバス１２３５を介して、直接または間接的に互いと通信していることがある。
【０１１５】
　[0123]基地局１０５－ｂは、チャネル測定プロセッサ１０３０－ｂ、チャネルスケジュ
ーラ１０４０－ｂ、および／または基地局ＴＳセレクタ１０５０－ｂを含み得、それらは
、第１のフィードバックスレッド中でチャネルフィードバックを受信することと、チャネ
ルフィードバックから正確なＳＮＲが決定され得るかどうかを決定することと、ＵＥをＴ
Ｓにおいてグループ化することと、ＴＳセットを決定し、送ることと、第２のフィードバ
ックスレッド中でチャネル品質を受信することと、送信のためにＵＥをスケジュールする
こととに関係する、図１０および図１１を参照しながら上記で説明した特徴および／また
は機能の一部または全部を実行および／または制御するように構成され得る。いくつかの
例では、チャネル測定プロセッサ１０３０－ｂ、チャネルスケジューラ１０４０－ｂ、お
よび／または基地局ＴＳセレクタ１０５０－ｂは、ソフトウェア／ファームウェアコード
１２２５の一部であり得、基地局プロセッサ１２１０に本明細書で説明する様々な機能を
実行させるように構成された命令を含み得る。チャネル測定プロセッサ１０３０－ｂ、チ
ャネルスケジューラ１０４０－ｂ、および／または基地局ＴＳセレクタ１０５０－ｂは、
それぞれ、図１０および図１１を参照しながら説明した、チャネル測定プロセッサ１０３
０、チャネルスケジューラ１０４０、および基地局ＴＳセレクタ１０５０の例であり得る
。
【０１１６】
　[0124]基地局メモリ１２２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読
取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリ１２２０は、実行されたとき、基地
局プロセッサ１２１０に本明細書で説明する様々な機能を実行させるように構成された命
令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェア
コード１２２５を記憶し得る。代替的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフ
トウェア／ファームウェアコード１２２５は、基地局プロセッサ１２１０によって直接的
に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ、実行されたとき）本明細
書で説明する機能のうちのいくつかを基地局１０５－ｂに実行させるように構成され得る
。
【０１１７】
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　[0125]基地局プロセッサ１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基
地局プロセッサ１２１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０、基地局
通信マネージャ１２３０、および／またはネットワーク通信マネージャ１２４０を通して
受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサ１２１０はまた、（１つまたは複数の）
アンテナ１２５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバ１２５０に送
られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局１０５－ｂおよび１０５－ｃへの送信のた
めに基地局通信マネージャ１２３０に送られるべき情報、ならびに／または図１を参照し
ながら説明したコアネットワーク１３０の１つまたは複数の態様の一例であり得る、コア
ネットワーク１２４５への送信のためにネットワーク通信マネージャ１２４０に送られる
べき情報を処理し得る。
【０１１８】
　[0126]（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、パケットを変調し、変調
されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１２５５に与え、（
１つまたは複数の）基地局アンテナ１２５５から受信されたパケットを復調するように構
成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、いく
つかの例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受信
機として実装され得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、図１、図
２、図３、図９または図１３を参照しながら説明するＵＥ１１５のうちの１つまたは複数
など、１つまたは複数のＵＥまたは装置と、（１つまたは複数の）アンテナ１２５５を介
して双方向に通信するように構成され得る。基地局１０５－ｂは、たとえば、複数の基地
局アンテナ１２５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ｂは、ネ
ットワーク通信マネージャ１２４０を通してコアネットワーク１２４５と通信し得る。基
地局１０５－ｂはまた、基地局通信マネージャ１２３０を使用して、基地局１０５－ｎお
よび１０５－ｍなど、他の基地局と通信し得る。
【０１１９】
　[0127]図１３は、基地局１０５－ｃとＵＥ１１５－ｆとを含む例示的なマルチアンテナ
通信システム１３００のブロック図である。マルチアンテナ通信システム１３００は、図
１または図２に示されているワイヤレス通信システム１００または２００の態様を示し得
る。基地局１０５－ｃは、アンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘを装備し得、ＵＥ１１５
－ｆは、アンテナ１３５２－ａ～１３５２－ｎを装備し得る。通信システム１３００では
、基地局１０５－ｃは、同時に複数の通信リンク上でデータを送ることが可能であり得る
。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、通信の
ために使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、基地局１０５－ｃが２つの「レイヤ
」を送信する２×２ＭＩＭＯ通信システムでは、基地局１０５－ｃとＵＥ１１５－ｆとの
間の通信リンクのランクは２である。
【０１２０】
　[0128]基地局１０５－ｃにおいて、送信プロセッサ１３２０がデータソースからデータ
を受信し得る。送信プロセッサ１３２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ１３２０
はまた、制御シンボルおよび／または基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭＯ
プロセッサ１３３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／また
は基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シン
ボルストリームを送信変調器１３３２－ａ～１３３２－ｘに与え得る。各変調器１３３２
は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）そ
れぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器１３３２はさらに、ＤＬ信号を
取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、
フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。一例では、変調器１３３２－ａ～１３
３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれアンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘを介して送信
され得る。
【０１２１】
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　[0129]ＵＥ１１５－ｆにおいて、ＵＥアンテナ１３５２－ａ～１３５２－ｎは、基地局
１０５－ｄからＤＬ信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器１３５４－ａ～１３５４
－ｎに与え得る。各復調器１３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信
信号を調整（condition）（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、および
デジタル化）し得る。各復調器１３５４は、さらに、受信シンボルを取得するために、（
たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器１３５６
は、すべての復調器１３５４－ａ～１３５４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な
場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロ
セッサ１３５８が、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、お
よび復号）し、ＵＥ１１５－ｆの復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御
情報をプロセッサ１３８０、またはメモリ１３８２に与え得る。
【０１２２】
　[0130]プロセッサ１３８０は、場合によっては、ＣＳＩフィードバックプロセッサ１３
８５をインスタンス化するための記憶された命令を実行し得る。ＣＳＩフィードバックプ
ロセッサ１３８５は、第１のフィードバックスレッド中でチャネルフィードバックを与え
ることと、ＴＳセットを受信することと、ＴＳセットのうちの１つまたは複数のＴＳのた
めに第２のフィードバックスレッド中でチャネル品質を与えることとに関係する、図７お
よび図８の構成要素の機能を実行し得る。たとえば、ＣＳＩフィードバックプロセッサ１
３８５は、図７、図８および／または図９を参照しながら説明したチャネル測定フィード
バック構成要素７３０およびチャネル品質フィードバック構成要素７４０の態様の一例で
あり得る。
【０１２３】
　[0131]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ｆにおいて、送信プロセッサ１３６４
が、データソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ１３６４はまた、基
準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ１３６４からのシンボルは、
適用可能な場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ１３６６によってプリコードされ、さらに（た
とえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）変調器１３５４－ａ～１３５４－ｎによって処理
され、基地局１０５－ｃから受信された送信パラメータに従って基地局１０５－ｃに送信
され得る。基地局１０５－ｃにおいて、ＵＥ１１５－ｆからのＵＬ信号は、アンテナ１３
３４によって受信され、復調器１３３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検
出器１３３６によって検出され、さらに受信プロセッサ１３３８によって処理され得る。
受信プロセッサ１３３８は、復号されたデータをデータ出力とプロセッサ１３４０および
／またはメモリ１３４２とに与え得る。プロセッサ１３４０は、場合によっては、第１の
フィードバックスレッド中でチャネルフィードバックを受信することと、チャネルフィー
ドバックから正確なＳＮＲが決定され得るかどうかを決定することと、ＵＥをＴＳにおい
てグループ化することと、ＴＳセットを決定し、送ることと、第２のフィードバックスレ
ッド中でチャネル品質フィードバックを受信することと、送信のために複数のＵＥをスケ
ジュールすることとに関係する上記で説明した機能を実行するように構成され得る、デュ
アルスレッドスケジューラ１３４５の１つまたは複数をインスタンス化するための記憶さ
れた命令を実行し得る。デュアルスレッドスケジューラ１３４５は、図１０、図１１およ
び／または図１２を参照しながら説明したチャネル測定プロセッサ１０３０、チャネルス
ケジューラ１０４０、および／または基地局ＴＳセレクタ１０５０の態様の一例であり得
る。
【０１２４】
　[0132]ＵＥ１１５－ｆの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェア
で実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて
実装され得る。言及した構成要素の各々は、通信システム１３００の動作に関係する１つ
または複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、基地局１０５－ｃの構成要
素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適応された１つ
または複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実装され得る。言及した構成要素
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の各々は、通信システム１３００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するため
の手段であり得る。
【０１２５】
　[0133]本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用され
得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される
。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ
）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、お
よびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般
に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Pa
cket Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））
およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無線
技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）
、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ（登録商標））、
ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ
－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、
ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile T
elecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（Ｌ
ＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの
新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およ
びＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generation P
artnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generati
on Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明
した技法は、無認可および／または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通
信を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のため
に使用され得る。ただし、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムが説明
され、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０１２６】
　[0134]添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例が説明されており、実装
され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および「例示
的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きをすること
」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説明は、
説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は、これ
らの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を不明瞭
にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の形式で示
されている。
【０１２７】
　[0135]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２８】
　[0136]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、汎
用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
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を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、
たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構
成としても実装され得る。
【０１２９】
　[0137]本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。プロセッサによって
実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコード
としてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して
送信され得る。他の例および実装形態が、本開示および添付の特許請求の範囲の範囲およ
び趣旨内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリ
ング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する
特徴はまた、機能の部分が、異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散され
ることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明細
書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または」と
いう語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または列挙
された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえば、
組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されている場合、その組
成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、ま
たはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて、本明
細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」あるいは「
のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」は、
たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣ
またはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味
するような選言的列挙を示す。
【０１３０】
　[0138]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ
、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデー
タ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎
用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ
得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタ
ル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）および
Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通
常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生す
る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１３１】
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　[0139]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように与えたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、
本明細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用
され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきで
なく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告することと、
　前記キャリア上でのダウンリンク送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを受信す
ることと、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのため
のチャネル品質を報告することと、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上でダウンリンク送信を受信することとを備え
る、方法。
［Ｃ２］
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいて、チャネルフ
ィードバック行列を決定することをさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネルフィードバックを前記報告することが、前記チャネルフィ
ードバック行列の少なくとも１つの構成要素を報告することを備える、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ３］
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記プリコーディング行列が、前記非直交チャネルのためのデフォルトプリコーディン
グ行列を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　周波数領域相関、時間領域相関、またはそれらの組合せに従って、前記チャネルフィー
ドバック行列の前記少なくとも１つの構成要素のための報告される値を圧縮することをさ
らに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
とをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１のデータ送信のためのチャネル品質の
推定値に基づいて、前記第１の送信ストラテジーのための前記チャネル品質を決定するこ
とをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、少なくとも１つのシングルユーザ送信スト
ラテジーと、少なくとも１つのマルチユーザ送信ストラテジーとを備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ１０］
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　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記方法は、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
すること、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つまたは複
数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備える、
をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記複数の潜在的送信ストラテジーの各送信ストラテジーは、プリコーディング行列、
前記ＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つ
の他のＵＥへの前記ダウンリンク送信のための空間レイヤの第２のセット、前記各送信ス
トラテジーに関連する前記チャネル品質を達成するために干渉消去が適用されるかどうか
、またはそれらの組合せのいずれかを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信することと、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送ることと、
　前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットの各
々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を受信することと、
　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択することと、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
することとを備える、方法。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットを
前記送ることは、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化すること、ここ
において、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテジーの
ための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられる、を
備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための単一の空間レイヤを
利用する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも１つのＵＥが、前記第１の送信ストラテジーのための複数の空間レイヤを
利用する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、直交である
、Ｃ１３に記載の方法。
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［Ｃ１７］
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、第１の潜在的ＵＥグループに関連
する第１の送信ストラテジーを備え、ここにおいて、前記第１の潜在的ＵＥグループのう
ちの少なくとも２つのＵＥへの前記第１の送信ストラテジーのための送信が、非直交であ
る、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１８］
　送信電力が、前記第１の潜在的ＵＥグループのうちの前記少なくとも２つのＵＥ間で分
割される、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　潜在的送信ストラテジーの前記それぞれのセットが、前記複数のＵＥの各ＵＥに関連す
る潜在的送信ストラテジーの１つまたは複数のセットを備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定することと、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールすることとをさらに備
える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、チャネル状態が前記複数のＵＥのうちの少なくとも１つのＵＥについて
変化したと決定することと、
　前記少なくとも１つのＵＥからの更新されたチャネルフィードバックの報告をトリガす
ることとをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２２］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを報告するための手段と、
　前記キャリア上でのダウンリンク送信のための複数の潜在的送信ストラテジーを受信す
るための手段と、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの少なくとも１つの送信ストラテジーのため
のチャネル品質を報告するための手段と、
　前記少なくとも１つの送信ストラテジーから選択された送信ストラテジーに従って、前
記非直交チャネルのうちの１つまたは複数上でダウンリンク送信を受信するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ２３］
　前記非直交チャネルのためのチャネル行列と雑音共分散行列とに基づいてチャネルフィ
ードバック行列を決定するための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネルフィードバックを報告するための前記手段が、前記チャネ
ルフィードバック中で前記チャネルフィードバック行列の少なくとも１つの構成要素を報
告する、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記チャネルフィードバック行列が、プリコーディング行列に基づいてさらに決定され
る、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記複数の潜在的送信ストラテジーのうちの第１の送信ストラテジーが、前記ＵＥのた
めの第１のデータ送信と、異なるＵＥのための第２のデータ送信とを備える、Ｃ２２に記
載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第２のデータ送信から雑音を受ける前記第１のデータ送信のための前記チャネル品
質を推定することによって、または、前記第２のデータ送信の干渉消去の後の前記第１の
データ送信のための前記チャネル品質を推定することによって、前記第１の送信ストラテ
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置。
［Ｃ２７］
　前記複数の潜在的送信ストラテジーが、１つまたは複数の送信ストラテジーセットにア
センブルされ、前記装置は、
　前記複数の潜在的送信ストラテジーから前記少なくとも１つの送信ストラテジーを選択
するための手段、ここにおいて、前記少なくとも１つの送信ストラテジーが、前記１つま
たは複数の送信ストラテジーセットの各々からの１つまたは複数の送信ストラテジーを備
える、をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　基地局によるワイヤレス通信のための装置であって、
　キャリアの非直交チャネルのためのチャネルフィードバックを複数のユーザ機器（ＵＥ
）から受信するための手段と、
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、前記キャリア上でのダウ
ンリンク送信のための前記１つまたは複数のＵＥのための潜在的送信ストラテジーのそれ
ぞれのセットを、前記複数のＵＥのうちの１つまたは複数のＵＥに送るための手段と、
　前記複数のＵＥのうちの前記１つまたは複数のＵＥから、潜在的送信ストラテジーの前
記それぞれのセットの各々の少なくともサブセットに関連するそれぞれのチャネル品質を
受信するための手段と、
　前記１つまたは複数のＵＥから受信された前記それぞれのチャネル品質に少なくとも部
分的に基づいて、ダウンリンク送信のセットのための１つまたは複数の送信ストラテジー
を選択するための手段と、
　前記選択された送信ストラテジーに従って、前記非直交チャネルのうちの１つまたは複
数上で、ダウンリンク送信の前記セットを前記複数のＵＥの少なくともサブセットに送信
するための手段とを備える、装置。
［Ｃ２９］
　前記チャネルフィードバックに少なくとも部分的に基づいて、潜在的送信ストラテジー
の前記それぞれのセットのために前記１つまたは複数のＵＥをグループ化するための手段
、ここにおいて、送信ストラテジーのためにグループ化されたＵＥが、前記送信ストラテ
ジーのための前記非直交チャネルの少なくとも部分的に重複するリソースに割り当てられ
る、をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記受信されたチャネルフィードバックに基づいて、前記複数のＵＥのうちの少なくと
も１つのＵＥのためのチャネル品質を決定するための手段と、
　前記決定されたチャネル品質に基づいて、前記複数のＵＥのうちの前記少なくとも１つ
のＵＥのための前記非直交チャネルの送信リソースをスケジュールするための手段とをさ
らに備える、Ｃ２８に記載の装置。
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